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ひがしね

検 索東根市議会
利用再開したさくらんぼタントクルセンターにて



第２回定例会

東根市議会の対応
新型コロナウイルス感染症対策

　３月31日に県内初の感染者が確認されてから、県内でも各種活動の自粛要請がなされ、本
県を対象とした緊急事態宣言が５月14日に解除されるまでの間、市民の皆さまは大変不安な
日々を過ごされたことと思います。６月19日からは国内における移動制限は無くなりました
が、首都圏においては感染者が増加しており、本県においても２か月ぶりに新たな感染者が確
認されるなど、まだまだ予断を許しません。
　本市においても、学校の臨時休校や公共施設の利用制限など、皆さまには大変ご不便をおか
けしましたが、一人一人の感染拡大防止の取り組みにより、これまで市内に感染者が出ており
ません。
　市議会としましても、市執行部と協力しながら、様々な対策を講じて参りました。引き続き、
更なる感染拡大に備え、万全を期すことができるよう議員一丸となって、皆さまとともに感染
対策に取り組んでまいります。

　５月22日に全会一致で、本市の新型コロナウイルス感染症対策に必要な財源として、令和
２年度の議会費の一部、総額675.7万円の活用について、市長に申し入れました。
　●　政務活動費全額　270万円返納
　●　各委員会行政視察旅費全額　405.7万円執行停止

　新型コロナウイルスにより影響を受けている皆さまの「生の声」を集約し、定期的に市執行
部に届けています。緊急事態宣言の対象が本県を含んだ全都道府県に拡大された時には、速や
かに市長に対し、感染拡大阻止や経済損失への対応策、教育面における不安の払しょくなどを
盛り込んだ「緊急提言書」を提出しました。

　新型コロナウイルス感染症対策として実施する生活支援や経済対策に必要な予算等について、
速やかに執行することができるよう、臨時会において審議・可決しました。
　●　５月	 1日	 第１回臨時会	 【主な内容】
　●　５月	 25日	 第２回臨時会	 ・特別定額給付金事業
	 	 	 ・緊急経済対策「ガンバレひがしね応援事業」
	 	 	 　第１弾～第３弾

　議会の各種会議や議員活動において、マスクの着用や三密対策を徹底し、感染拡大防止に努
めています。

議会費の一部の活用について申し入れました

市民の皆さまの声を市政に届けました

臨時会で予算等を速やかに可決しました

感染拡大防止策を徹底しています
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第２回定例会

項　目 件数 概　　　　　要

条　　 例 ４

・市税条例の一部を改正する条例
・固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
・手数料条例の一部を改正する条例
・介護保険条例の一部を改正する条例

議 決 事 件 ３
・財産の取得（２件）
・市道路線の認定

予　　 算 ２
・一般会計補正予算（第３号）
・一般会計補正予算（第４号） ← ピックアップ！

●会 期　６月９日～６月22日まで

※詳細は、ホームページで確認できます。

東根市のこんなことが決まりました

佐藤錦生産環境整備事業
予算額：698万円

　佐藤錦を生産する農家に、受粉を促進す
るための葦（よし）・マメコバチの繭（まゆ）
などを購入する際の支援制度で、これまで
の負担率を拡充し、市負担率を4/10から
5/10に引き上げる。

ひとり親世帯
臨時特別給付金給付事業
予算額：3,891万7千円

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
子育て負担の増加や収入の減少が生じてい
るひとり親世帯を支援するために給付する。
対象は、児童扶養手当を受給しているひと
り親世帯などで、１世帯あたり５万円（第
２子以降1人につき３万円）を給付する。

緊急経済対策「ガンバレひがしね応援事業」　第４弾

本市独自事業を盛り込んだ３億８, ７２５万１千円

ピックアップ!

議第50号　令和２年度東根市一般会計補正予算（第４号）
　今回は、定例会最終日に追加提案され可決した補正予算の中から、主に８つの事業について取り
上げます。

ひがしね議会だより●広報●令和2年8月1日3



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

�

市
民
の
理
解
と
、
対
応
は

公
共
施
設
の
使
用
制
限
の
現
状
と
、

�

感
染
拡
大
の
防
止
策
は

事業継続支援事業
予算額：550万円

　観光物産協会加盟の「観光さくらんぼ
園」26事業所に今後の事業継続に向けた
支援金として一律20万円を交付する。ま
た、次年度の観光さくらんぼ園事業の対策
費として観光物産協会果樹園部会に30万
円の事業助成を行う。

学生等応援給付金事業
予算額：3,000万円

　学生生活を支援するため、本市出身の学
生などに給付金を支給する。
○給付金額：１人あたり２万円
○申請期間：７月１日～ 10月31日
○申請方法 : 市ＨＰの申請用紙をダウンロ

ードし、必要書類を添えて、 
学生本人が申請（原則郵送の
み）

さくらんぼ生産農家等支援事業
予算額：3,120万円

主な予算内訳

　新型コロナウイルスの感染拡大により、
影響を受けたさくらんぼ生産農家等を支援
する事業であるが、十分な周知と広報を要
望した。

宅配サービス等実施支援事業
予算額：36万9千円

　県が作成した、新型コロナウイルス感染
防止対策に取り組む飲食店を応援するため
の木製プレートを市内の希望する飲食店に
配布する事業。また、市独自に飲食店を応援
するポスターを作成する。

畜産振興事業
予算額：296万5千円

　現行の※肉用牛肥育経営安定交付金に１
割を負担して上乗せする。また、全小中学
校に東根産牛肉を使用した給食を実施する。
※標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合、

その差額９割を生産者へ交付するもの。交付金の
うち1/4は生産者の積立金が原資となっている。

さくらんぼ東根商品券購入助成事業
予算額：2億7,000万円

　市民や市内在勤者に対して、1冊15,000
円の商品券を10,000円で販売。プレミア
ム率は50％で、50,000冊を発行する。この
うち10,000円分は取扱店全店で使える共
通券、残りの5,000円分は市内中小の小売
店で使用出来る。商品券の発売は9月15日。
使用期間は12月31日までとなる。発行総
額は7億5千万円となり、年末にかけて市内
の経済活性化に大きく寄与するものとなる。
また販売方法は、三密対策をしっかり施し
対処する。

第２回定例会

事業内訳／予算額 概　　要
加温さくらんぼ生産継続
支援金 1,020万円

加温さくらんぼの次期作
の生産向上を図るための
取り組みを奨励

農作業安全対策・作業効率
向上支援事業補助金
 1,400万円

農作業の安全対策と作業効率
の向上を図るために農業用機
械を購入する場合に補助

チャレンジ・ネット販売支
援事業補助金 500万円

新たに、インターネットを
活用した農畜産物の販売
促進に取り組むための機
器類を購入及び、講習会へ
の参加に対する補助
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Q &A一 般 質 問

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
状
況
に
つ
い
て

議
　
員
　「
新
た
な
日
常
」
を

取
り
戻
す
新
し
い
生
活
様
式
を

市
民
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ

ば
よ
い
か
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
浸
透
さ
せ
る
の
か
。

市
　
長
　
手
洗
い
の
励
行
、
マ

ス
ク
着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
が
普
段
か
ら
の
生
活
様
式

と
し
て
浸
透
し
定
着
す
る
こ
と

が
必
要
。

議
　
員
　
感
染
拡
大
の
防
止
策

と
、
感
染
予
防
の
た
め
の
公
共

施
設
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

市
　
長
　
国
内
、
県
内
の
感
染

拡
大
の
状
況
と
利
用
形
態
な
ど

施
設
ご
と
の
特
徴
に
応
じ
て
、

き
め
細
や
か
な
制
限
を
し
て
き

た
。

速
や
か
で
、
適
切
な
情
報
の
伝

達
は

議
　
員
　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
も

含
め
、災
害
時
の
情
報
弱
者（
情

報
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
高
齢

者
世
帯
等
）
に
、
ど
の
よ
う
に

情
報
を
伝
え
る
か
。

市
　
長
　
災
害
時
要
支
援
者
台

帳
の
充
実
を
図
り
自
主
防
災
組

織
や
消
防
団
、
民
生
委
員
、
福

祉
推
進
員
な
ど
地
域
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
適
切
な
情
報
伝

達
の
仕
組
み
を
整
え
る
。

議
　
員
　
感
染
症
対
策
を
考
慮

し
た
防
災
訓
練
と
避
難
所
の
運

営
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
や
、
各
自
主
防
災
組
織
と

も
こ
の
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
運
営
に
あ
た
っ
て
十
分
配

慮
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
想
定
し
た
訓
練
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

総
務
部
長
　
気
温
だ
け
で
は
評

価
し
に
く
い
注
意
喚
起
な
ど
で

使
用
す
る
指
標
で
、
す
で
に
活

用
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

�

市
民
の
理
解
と
、
対
応
は

公
共
施
設
の
使
用
制
限
の
現
状
と
、

�

感
染
拡
大
の
防
止
策
は

地
区
が
直
面
す
る
自
主
防
災
会
の

�
課
題
と
複
合
災
害
の
対
策
は

速
や
か
で
、
適
切
な

�

情
報
の
伝
達
は

避
難
所
で
は
熱
中
症
対
策
も

�

必
要
、
暑
さ
指
数
と
は

●新型コロナ後の「新たな日常」
新たな生活様式について

第２回定例会

浅野目幸一  議員

▲避難所での感染対策開設訓練　６月23日実施、市民体育館

正しい知識を身につけて、ウイルスと戦いましょう!
密集 密閉 密接 こまめな換気

咳エチケットうつさないもらわない

ひがしね議会だより●広報●令和2年8月1日5



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

新
型
コ
ロ
ナ
と
学
校
運
営

議
　
員
　
一
斉
休
業
に
よ
り
生

じ
た
２
ヶ
月
の
学
習
の
遅
れ
を
、

短
期
間
で
取
り
戻
そ
う
と
し
て

い
る
。
授
業
時
間
を
削
減
す
る

こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
は
？

教
育
長
　
単
に
休
業
し
た
時
間

を
新
た
に
確
保
す
る
の
で
は
な

く
、「
学
習
指
導
要
領
」
の
内

容
を
確
実
に
指
導
す
る
。

議
　
員
　
児
童
生
徒
は
、
開
校

前
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
。
さ
ら
に
負
担
を
強
い
る
こ

と
は
、
い
じ
め
、
不
登
校
の
増

加
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

教
育
次
長
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
相
談
員
と
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
心
身
の
状
況
を

把
握
し
丁
寧
に
指
導
す
る
。

議
　
員
　
学
校
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
す
る
必
要
は
な
い

か
。
ま
た
、
一
時
待
機
・
隔
離

す
る
施
設
確
保
は
大
丈
夫
か
。

教
育
次
長
　
文
科
省
の
「
衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
で
対
応
。

感
染
が
疑
わ
れ
る
児
童
生
徒
が

出
た
場
合
は
、
保
健
室
と
空
教

室
を
活
用
し
、
接
触
を
避
け
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
学
童
保
育

議
　
員
　
全
国
で
は
突
然
の
一

律
休
校
に
伴
い
、
学
童
保
育
の

支
援
員
の
確
保
、
受
け
入
れ
態

勢
を
作
る
の
に
苦
慮
し
た
と
聞

い
た
が
、
本
市
の
学
童
保
育
現

場
に
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
か
。

ま
た
、
こ
の
間
、
保
護
者
の
新

た
な
負
担
は
無
か
っ
た
か
。

市
　
長
　
感
染
防
止
の
た
め
、

真
に
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童

の
み
の
受
け
入
れ
に
協
力
を
求

め
、
登
録
児
童
数
の
４
割
程
度

の
利
用
と
な
っ
た
。
ま
た
、
小

学
校
、
教
育
委
員
会
と
連
携
を

図
り
、
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
の

保
育
料
も
、
負
担
は
変
わ
ら
ず
、

逆
に
利
用
を
自
粛
し
た
家
庭
に

は
返
金
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

議
　
員
　
学
童
保
育
所
は
コ
ロ

ナ
騒
動
以
前
か
ら
人
手
不
足
状

態
が
続
い
て
い
る
。
支
援
員
の

不
足
は
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
と

考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
①
勤
務
時
間

帯
が
合
わ
な
い
。
②
責
任
、
専

門
性
が
問
わ
れ
る
職
種
③
学
童

保
育
の
利
用
者
増
等
。
今
後
と

も
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
学
校
運
営

新
型
コ
ロ
ナ
と
学
童
保
育

植 松　宏　議員

●詰め込み教育は
子どもへの負担になる!!

●突然の休校
学童保育所の混乱は？

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
と
教
育
現
場
の

�

現
状
・
今
後
の
取
り
組
み
は
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
と
教
育
現
場

の
現
状
・
今
後
の
取
り
組
み
は

議
　
員
　
市
内
の
小
中
学
校
で

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
始
ま
っ
た

が
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
神
町
中
学
校
が
先
行

し
て
導
入
し
、
学
習
効
果
が
大

い
に
期
待
で
き
た
こ
と
か
ら
小

中
学
校
全
校
へ
展
開
し
た
。
神

町
中
学
校
の
取
り
組
み
等
の
情

報
を
も
と
に
各
学
校
で
共
有
し

な
が
ら
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

議
　
員
　
今
後
考
え
ら
れ
る
課

題
は
？

教
育
次
長
　
全
て
の
家
庭
に
お

い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、

使
用
で
き
る
端
末
が
無
い
事
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
国
の
補
正
予

算
に
よ
り
解
決
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
各
家
庭
で

の
学
習
環
境
の
格
差
は
な
く
な

る
と
考
え
る
。

議
　
員
　
今
年
度
の
学
習
指
導

要
領
達
成
の
見
通
し
は
？

教
育
次
長
　
児
童
生
徒
の
心
身

へ
の
影
響
や
教
職
員
の
負
担
に

配
慮
し
て
、
週
当
た
り
の
授
業

数
を
増
や
す
・
長
期
休
業
期
間

の
短
縮
・
行
事
の
厳
選
な
ど
を

行
う
こ
と
で
学
習
内
容
を
達
成

で
き
る
と
捉
え
て
い
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
農
業
被

害
へ
の
備
え
は

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
共
生
は
避
け
て
通
れ
な
い
が
、

今
後
の
農
政
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
は
？

市
　
長
　
感
染
予
防
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
こ
れ
に
よ
り
集
団
発
生
を

抑
え
安
全
安
心
な
果
樹
王
国
ひ

が
し
ね
の
農
産
品
を
消
費
者
に

お
届
け
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
独
自
の
農
業
支
援
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ま
も
な
く
露
地
物
さ
く
ら
ん
ぼ

が
最
盛
期
を
迎
え
る
が
、
コ
ロ

ナ
騒
ぎ
の
中
で
生
産
量
を
例
年

並
み
に
さ
ば
け
る
の
か
、
ま
た

価
格
の
低
迷
も
懸
念
さ
れ
る
。

対
策
と
し
て
生
産
量
に
つ
い
て

は
出
来
る
だ
け
ふ
る
さ
と
納
税

に
回
す
、
価
格
低
迷
に
つ
い
て

は
県
と
Ｊ
Ａ
、
主
要
産
地
の
自

治
体
で
差
額
を
補
填
す
る
価
格

安
定
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

議
　
員
　
異
常
気
象
が
も
た
ら

す
影
響
が
近
年
顕
在
化
し
て
い

る
が
、
り
ん
ご
黒
星
病
な
ど
へ

の
取
り
組
み
は
？

経
済
部
長
　
今
年
２
月
に
行
っ

た
黒
星
病
対
策
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
今
年
度
も
開
催
予
定
。
今
後

の
発
生
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

県
や
Ｊ
Ａ
と
情
報
を
共
有
し
対

応
し
て
い
く
。

滝口  公一  議員

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
と
教
育
現
場
の

�

現
状
・
今
後
の
取
り
組
み
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

�

農
業
被
害
へ
の
備
え
は

●始まったオンライン学習
教育現場の現状と取り組みは

●ウィズコロナ時代の農業支援

ひがしね議会だより●広報●令和2年8月1日7



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

〈
経
済
対
策
と
防
疫
〉
の
両
立
及
び
構
築
と

情
報
発
信
の
強
化
に
向
け
て

議
　
員
　
山
形
県
「
新
・
生
活

様
式
宣
言
」
を
も
と
に
、〈
新

た
な
社
会
〉
の
構
築
に
向
け
た
、

今
後
の
市
政
方
針
を
伺
う
。

市
　
長
　
医
学
的
知
見
に
裏
打

ち
さ
れ
た
、
市
民
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
い
生
活
や
行
動
の
指

針
が
必
要
。
国
や
県
は
そ
の
具

体
策
を
提
示
し
、
市
は
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
周
知
、
市
民
や
事

業
者
が
実
践
を
図
る
と
い
う
よ

う
な
役
割
分
担
の
も
と
、
感
染

リ
ス
ク
と
共
存
し
な
が
ら
、
消

費
行
動
を
徐
々
に
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
防
疫
と
経
済
の
両
立

を
図
る
第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
市
Ｈ
Ｐ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
改
善
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
な
ど
前
例
に
と
ら

わ
れ
な
い
手
法
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
。
対
策
は
。

市
　
長
　
緊
急
時
に
お
け
る
既

存
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
議
員

よ
り
提
案
の
あ
っ
た
新
た
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
運
用
に
つ
い
て
も
研
究

し
て
い
き
た
い
。

生
産
=
入
口
支
援
・
販
売
=
出
口
支
援
コ
ロ

ナ
を
契
機
。
ひ
が
し
ね
農
政
の
展
開

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
後
の
農
業
を

見
据
え
、
生
産
継
続
と
販
売
力

の
推
進
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

本
市
農
業
の
実
情
に
合
わ
せ
た

新
た
な
支
援
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

市
　
長
　
国
・
県
が
計
画
す
る

施
策
を
把
握
し
な
が
ら
、
農
家

が
前
向
き
に
生
産
継
続
に
取
組

み
、
ま
た
販
売
手
法
を
模
索
で

き
る
よ
う
、
本
市
農
業
に
合
っ

た
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
　
員
　
行
政
が
農
協
と
連
携

を
し
、
次
期
作
支
援
交
付
金
や

国
産
農
林
水
産
物
等
販
売
促
進

緊
急
対
策
な
ど
新
た
な
施
策
の

活
用
を
通
じ
、
コ
ロ
ナ
社
会
に

合
わ
せ
た
「
生
産
支
援
」「
出

口
戦
略
」
の
立
案
を
要
望
す
る
。

学
校
の
感
染
症
対
策
と

�

支
援
体
制
を
求
め
る

議
　
員
　
感
染
防
止
対
策
と
学

び
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

教
育
長
　
検
温
・
消
毒
・
換
気
・

密
へ
の
工
夫
な
ど
徹
底
し
た
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
６
年

生
に
教
員
Ｏ
Ｂ
を
２
週
間
集
中

的
に
派
遣
す
る
「
授
業
サ
ポ
ー

ト
」
を
検
討
し
て
い
る
。

議
　
員
　
第
二
波
三
波
や
冬
期

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
重
な
り

を
見
据
え
た
万
全
の
感
染
防
止

対
策
と
児
童
生
徒
一
人
一
人
に

あ
わ
せ
た
学
び
の
遅
れ
解
消
支

援
を
要
望
す
る
。

〈
経
済
対
策
と
防
疫
〉の
両
立
と

�

情
報
発
信
の
強
化

コ
ロ
ナ
を
契
機

�

ひ
が
し
ね
農
政
の
展
開

学
校
の
感
染
症
対
策
と

�

支
援
体
制
を
求
め
る

齋藤俊一郎  議員

●新型コロナウイルス感染症への
「対策方針」と新たな社会を
見据えた「市政方針」を問う

東
根
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

②
周
知
看
板
の
整
備
を

閲覧数等比較
ホームページ ４月 ５月
閲
覧
者
数

H30 25,625 28,114 
R1 29,214 32,943 
R2 47,502 60,330 

Facebook ４月 ５月
ア
ク
セ
ス
数

R1 4,200 3,410 

R2 4,309 4,447 

ホームページ閲覧者数

Facebookアクセス数

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000 R2R1H30

５月４月

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000 R2R1

５月４月

なおFacebookのアクセス数（オーガニックリーチ）は推定値です
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

東
根
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

議
　
員
　
最
上
位
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
総
合
計
画
は
、

今
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
は
、
暮
ら
し
や
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、

第
５
次
総
合
計
画
（
2
0
2
1

～
３
０
年
）
の
策
定
状
況
は
ど

う
か
。

市
　
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
市
民
が

参
加
す
る
会
議
を
見
合
わ
せ
て

い
る
。
全
庁
挙
げ
て
感
染
防
止

や
対
策
に
当
た
っ
て
お
り
、
計

画
策
定
の
議
論
や
調
整
が
不
十

分
な
状
況
だ
。
収
束
状
況
を
見

極
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
策
定
し
た
い
。

議
　
員
　
今
年
度
中
に
策
定
を

終
え
る
の
か
。

総
務
部
長
　
当
初
策
定
予
定
の

12
月
は
難
し
い
。
今
年
度
中
に

は
完
了
し
た
い
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
計
り
知
れ
な
い
。
国
で
は

2
0
1
9
年
度
決
算
が
歳※

入
欠

陥
の
恐
れ
あ
り
と
報
道
さ
れ
た
。

本
市
で
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

長
期
に
わ
た
る
影
響
が
心
配
だ
。

総
合
計
画
や
関
連
す
る
計
画
等

の
策
定
や
見
直
し
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
第
５
次
総
合
計
画
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
民
の

行
動
の
変
化
や
w
i
t
h
コ
ロ

ナ
の
時
代
を
見
据
え
た
施
策
の

検
討
が
必
要
だ
。
関
連
計
画
も

同
様
な
視
点
で
策
定
見
直
し
を

想
定
し
て
い
る
。
税
収
減
や
度

重
な
る
財
政
出
動
で
歳
入
歳
出

は
不
確
実
性
が
高
く
、
毎
年
度

見
直
す
振
興
実
施
計
画
を
し
っ

か
り
策
定
し
た
い
。

議
　
員
　
全
国
で
は
毎
日
地
震

が
発
生
し
、
豪
雨
災
害
も
頻
発

し
て
い
る
。
市
民
の
命
を
守
る

緊
急
避
難
先
の
指
定
状
況
は
。

市
　
長
　
危
険
が
去
る
ま
で
緊

急
的
に
避
難
す
る
指
定
緊
急
避

難
所
が
53
か
所
、
保
護
滞
在
す

る
指
定
避
難
所
23
施
設
で
あ
る
。

議
　
員
　
避
難
場
所
と
避
難
所

の
違
い
や
災
害
に
よ
っ
て
ど
こ

を
め
ざ
す
の
か
、
い
ざ
と
い
う

時
速
や
か
に
行
動
で
き
る
よ
う

標
示
看
板
は
市
内
統
一
し
て
設

置
す
べ
き
だ
。

議
　
員
　
避
難
所
の
環
境
は
法

律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
女
性

や
障
害
等
へ
の
配
慮
と
と
も
に

感
染
症
等
の
対
策
は
。

市
　
長
　
備
蓄
品
や
備
品
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
対
応
し
て
き

め
細
か
な
整
備
を
す
る
。
避
難

所
運
営
で
は
感
染
症
予
防
対
策

に
配
慮
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

東
根
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

命
の
安
全
を
確
保
す
る
避
難
所

①
市
指
定
の
状
況

②
周
知
看
板
の
整
備
を

③
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保

山科  幸子  議員

　　まちづくりの最上位計画まもなく終了

●第５次東根市総合計画の策定は？
　　災害時の万全な備え
●避難場所・避難所の整備を！

※歳入欠陥：税・税外収入、国債発行を合わせた歳入が歳出を下回ること

▲第４次東根市総合計画

▲避難所・避難場所が一目でわかる看板（天童市）

ひがしね議会だより●広報●令和2年8月1日9



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

議
　
員
　
平
成
18
年
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る

が
そ
の
現
状
を
伺
う
。

市
　
長
　
施
設
ご
と
に
見
極
め

な
が
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
現
在
は
21
施
設
の
管
理

運
営
を
指
定
管
理
者
が
行
っ
て

い
る
。

議
　
員
　
指
定
管
理
者
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
事
業
者
等

が
自
由
な
発
想
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
で
き
る
点
だ
が
、
本
市
へ

の
貢
献
度
な
ど
の
見
解
を
伺
う
。

市
　
長
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
市
民
目
線
で
の
施
設
管
理

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
、
本
市
の

魅
力
発
信
に
も
寄
与
し
て
い
る

と
評
価
し
て
い
る
。

議
　
員
　
指
定
管
理
者
の
更

新
・
継
続
を
行
う
場
合
に
評
価

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
？

市
　
長
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
成
果
や
意
欲
、
創
意
工
夫
、

責
任
感
な
ど
の
聞
き
取
り
に
よ

り
見
極
め
て
い
る
。
そ
の
上
で

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
評
価

し
選
考
を
し
て
い
る
。

議
　
員
　
今
後
更
な
る
指
定
管

理
の
予
定
な
ど
は
あ
る
か
？

総
務
部
長
　
現
在
は
な
い
が
、

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営
を

想
定
し
、
検
討
を
進
め
る
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
で
、
運
営
に
支
障
を
来
す
こ

と
は
無
か
っ
た
か
？

総
務
部
長
　
随
時
相
談
に
応
じ
、

状
況
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
魅
力
の
あ

る
管
理
運
営
へ
の
支
援
を
行
う
。

議
　
員
　
昨
年
、
指
定
管
理
者

と
し
て
施
設
運
営
を
始
め
た
東

の
杜
の
利
用
状
況
な
ど
を
伺
う
。

教
育
次
長
　
昨
年
４
月
開
館
か

ら
１
年
間
で
３
３
，
7
2
2
人

が
来
場
。
指
定
管
理
者
の
大
け

や
き
未
来
共
同
事
業
体
が
適
切

に
管
理
を
行
い
、
様
々
な
自
主

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

議
　
員
　
東
の
杜
周
辺
の
文
化

財
や
商
店
街
と
の
回
遊
性
や
地

域
活
性
化
な
ど
の
考
え
方
は
？

経
済
部
長
　
新
た
な
魅
力
を
生

か
せ
る
よ
う
、
地
元
商
店
街
な

ど
と
情
報
交
換
を
深
め
て
行
く
。

●東根市における
指定管理者制度について

市内指定管理の現状について
本市の運営への貢献度などの見解
更新・継続時の評価について

市
内
指
定
管
理
の

�

現
状
に
つ
い
て

運
営
に
対
す
る

�

貢
献
度
な
ど
の
見
解

更
新
・
継
続
時
の

�

評
価
に
つ
い
て

高橋  弓嗣  議員
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
定
額
給
付
金
の
未
申

請
者
へ
の
対
応
は
。

市
　
長
　
各
地
域
公
民
館
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等
に
対
し
、

未
申
請
の
方
や
申
請
で
困
っ
て

い
る
方
へ
の
声
が
け
等
、
支
援

を
お
願
い
し
て
き
た
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
　
員
　
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
温

泉
の
活
性
化
は
、
東
根
市
全
体

の
街
づ
く
り
に
大
き
く
影
響
す

る
問
題
。
東
根
市
全
体
の
経
済

活
動
を
リ
ー
ド
す
る
勢
い
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
　
長
　
滞
在
型
観
光
の
拠
点
、

本
市
観
光
産
業
の
基
幹
産
業
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
地

域
活
性
化
を
進
め
る
上
で
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
と

も
振
興
に
努
め
る
。

議
　
員
　
避
難
所
の
過
密
を
抑

制
す
る
た
め
の
分
散
避
難
等
、

体
育
館
や
公
民
館
等
に
集
め
る

の
で
は
な
く
、
合
計
２
５
８
室

１
千
１
７
４
名
の
宿
泊
キ
ャ
パ

を
持
つ
東
根
温
泉
活
用
の
準
備

を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
福
祉
避
難
所
と
し

て
の
活
用
に
限
定
し
て
い
る
が
、

必
要
性
を
判
断
し
て
い
く
。

議
　
員
　
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
東
根
市
出
身
の
学
生
に
対

し
て
支
援
を
行
う
べ
き
だ
。

総
務
部
長
　
市
独
自
支
援
の
必

要
性
を
考
え
て
お
り
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

議
　
員
　
感
染
防
止
と
経
済
活

動
の
両
立
、
万
全
な
医
療
提
供

体
制
、
検
査
体
制
の
充
実
、
医

師
会
と
の
連
携
、
北
村
山
公
立

病
院
の
位
置
づ
け
、
山
形
大
学

医
学
部
と
の
連
携
は
。

市
　
長
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
観

点
か
ら
、
感
染
防
止
と
経
済
回

復
の
両
立
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
絶

対
数
の
充
実
が
必
要
。

　
今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
等
も
日
本
に
来
る
と
、
第
２

波
、
第
３
波
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
北
村
山
医
師
会
、
北
村
山
公

立
病
院
と
強
力
に
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
責
務

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
改
め

て
決
意
し
て
い
る
。

●アフターコロナ、ウィズコロナ
次の時代に向けて

　◎定額給付金を最後の一人まで！
　◎民間ホテル、旅館を避難所に！
　◎東根市出身学生への支援を！
　◎経済活動再開と第２波、第３波への

体制充実の両立を！

さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
温
泉
活
性
化

の
重
要
性
と
ま
ち
づ
く
り

学
生
の
未
来
を
奪
わ
な
い

よ
う
な
支
援
体
制
を

河 村　豊　議員

ひがしね議会だより●広報●令和2年8月1日11



政務活動費  平成31年度（令和元年度） 収支報告の概要

◆平成31年４月～令和元年７月（４か月分）◆ ※令和元年７月31日に議員の任期が満了したため、分けて報告します。

会派名等 所属議員（◎代表者） 対　象
議員数

交付額
（円）

支出額
（円） 主な用途 備　　考

ひ が し ね
創 生 会

◎ 細矢　俊博・白井　健道 4 200,000 54,880 ・議員ＮＡＶＩ使用料
・ペーパーレス会議システム通信料高橋　鉄夫・清野　忠利

鴻 志 会 ◎ 浅野目幸一・佐藤　　直 2 100,000 14,480 ・ペーパーレス会議システム通信料

政清・公明
◎ 阿部　綾子・原田　利光

5 250,000 250,000 ・日本自治創造学会研究大会 
参加費ほか

公費によらない
会派独自の支出
有

髙橋　光男・河村　　豊
秋葉　征士

東 輝 会 ◎ 片桐　勝寿・山科　幸子 3 150,000 21,720 ・ペーパーレス会議システム通信料清野　貞昭
無 会 派 今野　　孝 1 50,000 47,480 ・第36回議員の学校　参加

〃 髙橋ひろみ 1 50,000 7,240 ・ペーパーレス会議システム通信料 副議長
〃 加藤　信明 1 50,000 7,240 ・ペーパーレス会議システム通信料 議長

◆令和元年８月～令和２年３月（８か月分）◆

会派名等 所属議員（◎代表者） 対　象
議員数

交付額
（円）

支出額
（円） 主な用途 備　　考

ひ が し ね
創 生 会

◎ 白井　健道・清野　忠利 3 312,500 291,165 ・商業界東北・北海道地方ゼミナール山形大会
・「地方交付税」から学ぶ地方財政講座

R元.8.5所属議員
変更（細矢俊博脱会）高橋　鉄夫

政清・公明 ◎ 河村　　豊・原田　利光 2 212,500 88,946 ・商業界東北・北海道地方ゼミナール山形大会 R元.8.5所属議員
変更（髙橋光男脱会）

新 会 派 
令 和

◎ 東海林克彦・三宅　一人
5 500,000 480,450

・商業界東北・北海道地方ゼミナール山形大会
・「SDGs de 地方創生」ゲーム体験会in山形
・地方議員研究セミナー

元木十四男・滝口　公一
高橋　弓嗣

ひ が し ね 
市政クラブ ◎ 片桐　勝寿・齋藤俊一郎 2 200,000 163,498 ・国（府省庁）関係機関との意見交換

・空き家対策先進事例等視察費

自民クラブ ◎ 浅野目幸一・佐藤　　直 2 200,000 49,010 ・SDGs先行事例視察（秋田県仙北市）
・「SDGs de 地方創生カードゲーム」体験会

無 会 派 植松　　宏 1 100,000 99,462 ・地方議会研修所セミナー（仙台市）
・第49回市町村議会議員研修会㏌東京

〃 山科　幸子 1 100,000 19,522 ・「現行自治六法」追録代
・ペーパーレス会議システム通信料

〃 髙橋　光男 1 87,500 46,010 ・商業界東北・北海道地方ゼミナール山形大会 R元.8.5副議長就任
〃 細矢　俊博 1 87,500 15,350 ・ペーパーレス会議システム通信料 R元.8.5議長就任

※議長・副議長は無会派となります。

☆政務活動費とは…
　（東根市の場合）

①議員が行う調査研究その他の活動に必要な経費の一部として支給される費用
②議員１人あたり年150,000円（月12,500円）を限度に支給
③議員個人ではなく会派に支給（会派に属さない議員は無会派として支給）
④収支報告書を作成・提出し、残額が生じた場合はすべて市に返還
⑤収支報告書に領収書などの添付を義務付け
議会ホームページで領収書も含めすべて公開中！

議　員　表　彰 
　今年度、全国市議会議長会第96回定
期総会において本市議会より１名が表彰
され、２名に感謝状が贈られました。

特別表彰
　◎議員在職20年以上 清野貞昭　前議員
感 謝 状
　◎評議員 故・加藤信明　前議長
 細矢俊博　議長　

議員表彰
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栃木県栃木市
　平成 22 年３月に１市３町で合併しましたが、旧
栃木市議会において制定していた議会基本条例が失
効したため、平成 23 年３月に再度、議会基本条例
を制定し、これまで２回の検証を行っています。
　条例制定の主なポイントは、議員間の自由討議を
重んじること、開かれた議会として原則すべての会
議を公開すること、年１回以上議会報告会を開催す
ること、市長等に反問権を付与すること、議員定数・
議員報酬の改正は、市民を含む第三者機関による客
観的な評価を参考にすること、議員の政治倫理を定
めること、条例の目的の達成状況の検証をすること
とのことであり
ました。いずれの
ポイントも、本市
議会の条例制定
に向けて、大変参
考になりました。

栃木県那須塩原市
　平成 24 年３月に議会基本条例を制定し、平成
30 年９月には、検証チェックシートによる自己評
価、ＰＤＣＡサイクルシートによる検証整理、第三
者による外部評価の３段階で進めた、議会基本条例
検証報告書を作成しています。また、その検証の結
果明らかになった課題に対応するために議会取組実
行計画を策定していました。
　条例制定後も、検証し、課題対応の実行計画を策
定するなど、市民の負託にこたえるべく、常に自ら
の活動を振り返り、改善していく姿勢を感じ、非常
に有意義
な研修と
なりまし
た。

東京都瑞穂町
　瑞穂町議会だよりの特徴としてはフルページカラ
ー・住民参加型コーナーの掲載・議員間の討議内容
の掲載などが挙げられます。今後、住民参加型コー
ナーの応募を増やし、積極的に取材をしていきたい
とのことです。
　広聴活動として「みずほまちなか会議」を開催し
ています。直接住民からの声を聞き、執行部側の対
応について調査し、必
要な場合は意見書・提
言書を提出しています。
広聴機能の充実を考え
るうえで、参考となる
取り組みでした。

東京都多摩市
　議会ＳＮＳページを開設し、幅広い世代に関心を
もってもらうため、積極的に情報を発信しています。
事務局で記事を作成・投稿していますが、より興味
関心を集める内容とするため、将来的には議員なら
ではの視点を取り入れるなど、工夫をしていきたい
とのことです。
　平成 29 年に議会だよりをリニューアルし、市民
の声を紙面にいかすためアンケートを実施したり、
認知度アップのため
に表紙写真を公募す
るなど工夫をしてい
ます。今後の紙面づ
くりの参考となりま
した。

行政視察報告先進地
に学ぶ

議会基本条例の制定に向け検討中！
　現在、議会のみらい検討委員会では、東根市議会の活性化を図るべく、議会運営及び議員活動等に係る基本
的な考え方を規定した「東根市議会基本条例」の制定に向けて検討しています。
　市民の皆さまにも議論の様子を傍聴していただき、ご意見を頂戴したいと考えています。

議会のみらい検討委員会・議会運営委員会合同視察　令和２年２月６日～２月７日
議会基本条例について

議会の広報機能について 議会の広報・広聴機能について
議会広報委員会　令和２年２月４日～２月５日

ひがしね議会だより●広報●令和2年8月1日13



問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp 再生紙使用
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編
集
後
記

大
富
小
学
校 
６
年

佐

藤

悠ゆ

月づ
き 

さ
ん

将
来
の
夢

　
全
国
各
地
で
豪
雨
被
害
に
遭

わ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
、
一
刻
も
早
い

復
旧
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
１
０
０
０
年
に
一
度
と
言
わ

れ
る
大
雨
が
頻
発
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
加

わ
り
、
社
会
が
大
き
く
変
貌
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
、市
民
の
皆

さ
ま
の「
安
全・安
心
を
守
り
抜

く
」覚
悟
を
も
っ
て
、第
２
回
定

例
会
や
臨
時
会
に
お
い
て
、
緊

張
感
を
持
ち
、
審
議
を
重
ね
ま

し
た
。
１
日
も
早
く
市
民
の
皆

さ
ま
に
政
策
が
届
き
、
暮
ら
し

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
経
済
誌
で
は
、山
形
一〝
住
み

よ
い
街
〟（
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
第
２
位
）に
選
ば
れ

た
評
価
を「
実
感
」に
変
え
ら
れ

る
よ
う
に
議
会
と
し
て
活
動
し
、

そ
の
動
き
を
議
会
だ
よ
り
と
し

て
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
愛
読
を
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

片
桐　

勝
寿

　
　

副
委
員
長　

高
橋　

弓
嗣

　
　

委　
　

員　

三
宅　

一
人

�

齋
藤
俊
一
郎

�

山
科　

幸
子

�

植
松　
　

宏

�

髙
橋　

光
男

　

私
は
、
ピ
ア
ノ
が
大
好
き
で

す
。
４
才
の
時
か
ら
ピ
ア
ノ
を

習
い
始
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
ピ
ア
ノ
の

先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
り

た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

ピ
ア
ノ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
先
生
が
、
お
こ
っ
た
り
し

な
い
で
と
て
も
や
さ
し
い
か
ら

で
す
。
私
も
同
じ
よ
う
な
先
生

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
た
ら
大
学
に

入
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
お
金
が
か
か
る
け
ど
、

「
い
っ
て
も
い
い
。」
と
言
わ
れ

た
ら
、
私
は
大
学
で
ピ
ア
ノ
の

勉
強
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

応
援
さ
れ
て
い
る
の
で
夢
が
か

な
う
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

ど
ん
な
曲
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
が
ん
ば
っ
て
、
教
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
の
よ
う

に
、
や
さ
し
く
て
教
え
る
の
が

上
手
な
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り

た
い
で
す
。

聞
か
せ
て
！

夢

あ
な
た
の

開　会
本会議
決算特別委員会
予算特別委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（総括質疑）
決算特別委員会
予算特別委員会
各常任委員会

９月１日㈫

９月３日㈭
４日㈮
８日㈫

決算特別委員会各分科会
決算特別委員会各分科会
各常任委員会
決算特別委員会
予算特別委員会
本会議
閉　会

９日㈬
10日㈭
11日㈮
17日㈭

※ 日程は、招集告示後の議会運営委員
会を経て、定例会初日の本会議で正
式決定します。詳しくは議会事務局
にお問い合せください。

令和2年第3回定例会

日程のお知らせ

9月1日から
9月17日まで
　　　　開催予定

令和２年第２回定例会では、延べ153名の皆様に議会を傍聴していただきました。

　傍聴を希望される場合は、新型
コロナウイルス感染症対策として、
手指の消毒・マスクの着用にご協
力をお願いいたします。


